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害を及ぼすおそれのある外来種リスト（以下，生態

系被害防止外来種リスト）10）が作成・公表された．

長野県は，長野県希少野生動植物保護条例（2004

年）で，指定希少野生動植物の個体の生息又は生育

に支障を及ぼすおそれのある国内外由来の外来種に

ついて調査し対策を講ずるとした 11）． 長野県生物

多様性概況報告書で，県内で確認された特定外来生

物 19 種の概況や対策状況を整理した 12） ．2014 年

にカナダガンが特定外来生物に指定されたため 13），

長野県内の特定外来生物は 20 種となった． 但し，

カナダガンについては長野県に生息していた 1 個体

を含め 2015 年に防除が完了している 13）．しかし，

要注意外来生物などその他の侵略的外来生物の長野

県における生育生息状況等についてはこれまで報告

されなかった．前述の外来種被害防止行動計画では，

各主体の役割と行動指針の中で，地方自治体に対し

て侵略的外来種のリスト作成による防除対象の明確

化が求められている 9）．そのため，長野県環境保全

研究所がこれまで外来生物についておこなってきた

調査研究の成果や収集した外来生物の生育生息情報

をもとに，長野県における生態系被害防止外来種リ

ストをまとめたので報告する．

2　方法

長野県環境保全研究所では，1996 年の長野県自

然保護研究所設立当初から外来生物の情報収集や分

布・生態に関する現地調査， 文献調査等を行って

きた 14） ～ 92）． また， 長野県環境保全研究所植物標

本 庫（NAC） に は 約 18 万 1 千 点 約 4,550 種 の 植 物

標本が収蔵されている（2016 年 12 月現在，http://

www.pref.nagano.lg.jp/kanken/shisetsu/izuna/nac/

index.html）．その収蔵標本データベースの検索につ

いても行った．これらの情報をもとに，長野県にお

ける生態系被害防止外来種リストを作成した．

1　はじめに

現在，生物多様性を保全し，農林水産業の健全な

発展を図り，人の生命や生活を保護する上で，侵略

的な外来生物の被害を防止することは喫緊の課題と

なっている．

1992 年にリオ・デ・ジャネイロで開催された地

球サミットで生物多様性条約が採択され， 外来種

対策が位置づけられた 1）．2002 年の生物多様性条

約第 6 回締約国会議で外来種に関する指針原則が

採択された 2）, 3）．このような国際的な動向を受け，

日本では新・生物多様性国家戦略（2002 年） 4） で，

生物多様性の三つの危機のうちの一つとして外来種

の脅威を位置づけ， 特定外来生物による生態系に

係る被害の防止に関する法律（以下，外来生物法）

（2005 年） 5） により外来種対策を実施してきた．ま

た， 外来生物法で指定された特定外来生物とは別

に，被害のおそれがあるものの法的な規制をかける

ことによる弊害が懸念される外来種についても注

意喚起等を行う目的で要注意外来生物が選定され

た 6）．しかし，特定外来生物や要注意外来生物は種

類数が限られている上，海外起源のもののみを対象

としていることや具体的な対策が示されていないこ

と，要注意外来生物は法律の対象外であること等，

多くの課題があった．

2010 年 の 生 物 多 様 性 条 約 第 10 回 締 約 国 会 議 で

決議された愛知ターゲットでは，侵略的外来生物対

策が明記された 7）．その愛知ターゲットの達成にむ

け て， 生 物 多 様 性 国 家 戦 略 2012-2020（2012 年 ）

では，日本の外来種対策全般に関する中期的な総合

戦略を策定するとともに，生物多様性を保全し，さ

まざまな主体の参画のもとで侵略的外来種対策の一

層の進展を図るために侵略的外来種のリストを作成

することとした 8）． その結果，2015 年 3 月に外来

種被害防止行動計画 9） 及び我が国の生態系等に被
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外から国内の自然分布域外に持ち込まれた種（以

下、国内に自然分布をもつ国外由来の外来種）とし

て植物 3 種類，動物（すべて魚類）３種類の合計 6

種類が確認された（表 1，付表 1）．

動物では，魚類が国外由来 14 種類，国内由来及

び国内自然分布をもつ国外由来 3 種類の合計 17 種

類と最も多く，ついで哺乳類とその他の無脊椎動物

が 各 7 種 類， そ し て 鳥 類 の 5 種 類 で あ っ た． た だ

し，鳥類では 2015 年に国内根絶されたカナダガン

を含む（表 1， 付表 1）．また，長野県では総合対策

外来種（重点）のホソオチョウが 2012 年に長野市，

2013 年に千曲市で確認された 14）, 15）． 両地域です

ぐに駆除をおこない長野市では 2013 年 7 月以降，

千曲市では 2014 年 8 月の駆除以降確認されていな

い 14）, 15）．

3　結果・議論

環 境 省・ 農 林 水 産 省（2015） は 生 態 系 被 害 防 止

外来種リストをとりまとめた 10）． 国外由来として

植物 190 種類と動物 209 種類の合計 399 種類， 国

内由来及び国内に自然分布をもつ国外由来として

植物 10 種類と動物 20 種類の合計 30 種類がリスト

アップされている（表 1）． そのリストのうち長野

県では，国内に自然分布域がなく，海外から日本に

持ち込まれた種（以下，国外由来の外来種）として

植物 55 種類，動物 40 種類の合計 95 種類が確認さ

れた．また，国内に自然分布しているが，その自然

分布域外の地域に持ち込まれた種（以下，国内由来

の外来種）及び国内外に自然分布している種で，国

表 1.日本及び長野県における生態系被害防止外来種数（上段：長野県内，下段：日本国内） 

a. 国外由来の外来種数 

カテゴリー区分*1 植物 哺乳類 鳥類 爬虫類 両生類 魚類 昆虫類 
陸生節足動物 

(昆虫類を除く) 

その他の 

無脊椎動物 
合計 

定着予防 

外来種 

侵入予防 
 

1 

 

1 
  

 

4 

 

5 

 

5 

 

4 

 

5 

 

25 

その他 
 

21 

 

11 

 

2 

 

12 

 

4 

1 

16 

1 

3 

 

1 

 

5 

2 

75 

総合対策 

外来種 

緊急対策 
6 

15 

2 

11 

1 

2 

2 

5 

 

1 

3 

4 

 

3 

 

3 

2 

4 

16 

48 

重点対策 
15 

62 

5 

11 

3 

4 

 

1 

1 

3 

2 

2 

2 

3 
 

1 

5 

29 

91 

その他 
24 

77 

 

1 

1 

7 

 

3 

 

1 

6 

25 

 

5 

 

1 

4 

22 

35 

142 

産業管理 

外来種 
 

10 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

1 

1 

 

 

 

 

13 

18 

合計 
55 

190 

7 

35 

5 

15 

2 

21 

1 

13 

14 

55 

4 

20 

 

9 

7 

41 

95 

399 
 

 

b. 国内由来及び国内に自然分布をもつ国外由来の外来種数 

カテゴリー区分*1 植物 哺乳類 鳥類 爬虫類 両生類 魚類 昆虫類 
陸生節足動物 

(昆虫類を除く) 

その他の 

無脊椎動物 
合計 

定着予防 

外来種 
侵入予防 
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総合対策 
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緊急対策 
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重点対策 
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19 

その他 
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2 
    

3 
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合計 
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10 
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5 
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4 
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1 

6 

30 

*1:定着予防外来種は，国内に未定着の外来種のうち定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるために早期防除が必要な

外来種，侵入予防(侵入予防外来種の略)は国内に未侵入の種，その他(その他の定着予防外来種の略)は定着予防外来種のうち

侵入の情報はあるが定着は確認されていない種を示す．総合対策外来種は，国内に定着が確認されている外来種のうち，生態

系等への被害のおそれがあるために総合的な対策が必要な外来種．外来種被害防止行動計画における対策の優先度の考え方に

基づき，総合対策外来種のうち，緊急対策(緊急対策外来種の略)は特に緊急性が高く積極的に防除を行う必要がある種，重要(重
要対策外来種の略)は甚大な被害が予想されるため対策の必要性が高い種，その他(その他の総合対策外来種の略)は緊急対策外

来種と重要対策外来種以外の総合対策外来種のことを示す．産業管理外来種は，産業又は公益的に重要で利用されているが代

替性のないため適切な管理が必要な外来種のことを示す． 
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種
の

略
)は

，
国

内
に

定
着

が
確

認
さ

れ
て

い
る

外
来

種
の

う
ち

，
生

態
系

等
へ

の
被

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

に
総

合
的

な
対

策
が

必
要

な
外

来
種

．
外

来
種

被
害

防
止

行
動

計
画

に
お

け
る

対
策

の
優

先
度

の
考

え
方

に
基

づ
き

，
総

合
対

策
外

来
種

の
う

ち
，

総
合

対
策

(緊
急

)は
特

に
緊

急
性

が
高

く
積

極
的

に
防

除
を

行
う

必
要

が
あ

る
種

，
総

合
対

策
(重

要
)は

甚
大

な
被

害
が

予
想

さ
れ

る
た

め
対

策
の

必
要

性
が

高
い

種
，

総
合

対
策

(そ
の

他
)は

緊
急

対
策

外
来

種
と

重
要

対
策

外
来

種
以

外
の

総
合

対
策

外
来

種
の

こ
と

を
示

す
．

産
業

管
理

(産
業

管
理

外
来

種
の

略
)は

，
産

業
又

は
公

益
的

に
重

要
で

利
用

さ
れ

て
い

る
が

代
替

性
の

な
い

た
め

適
切

な
管

理
が

必
要

な
外

来
種

の
こ

と
を

示
す

．
 

*5
: 特

定
は

外
来

生
物

法
に

基
づ

く
特

定
外

来
生

物
及

び
未

判
定

外
来

生
物

に
指

定
さ

れ
て

い
る

も
の

，
要

注
意

は
要

注
意

外
来

生
物

を
示

す
．

 
  

 

付
表

1-
a　

長
野

県
に

お
け

る
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
 （

植
物

） （
つ

づ
き

） 
*1
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付
表

1-
b.

 ⻑
野

県
に

お
け

る
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
 (

動
物

) *
1  

N
o
.
 *
2  
分

類
群
 

和
名
 

学
名
 

由
来

*
3  

カ
テ
ゴ
リ

ー
区
分

*
4  

特
定
/
要
注
意

*
5  

5
4 
魚

類
 

ガ
ー
科
 

L
e
p
is
o
st
e
id
a
e 
Ge
n
.
 s
p
p.
  

国
外
 

定
着
予
防

(そ
の
他
)
 

 

7
0 
昆

虫
類
 

外
国
産
ク

ワ
ガ
タ
ム

シ
 

L
u
c
an
i
da
e
 G
e
n 
sp
p
. 

国
外
 

定
着
予
防

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

8
3  
哺

乳
類
 

ア
ラ
イ
グ

マ
 

Pr
oc

yo
n 

lo
to

r 
 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

特
定
 

8
8 
哺

乳
類
 

ク
マ
ネ
ズ

ミ
 

Ra
tt

us
 r

at
tu

s 
 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

 

9
1  
鳥

類
 

カ
ナ
ダ
ガ

ン
 

Br
an

ta
 c

an
ad

en
si

s 
 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

特
定
 

9
2 
爬

虫
類
 

カ
ミ
ツ
キ

ガ
メ
 

Ch
el

yd
ra

 s
er

pe
nt

in
a 
 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

特
定
 

9
3  
爬

虫
類
 

ア
カ
ミ
ミ

ガ
メ
 

Tr
ac

he
my

s 
sc

ri
pt

a 
 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

要
注
意
 

9
9 
魚

類
 

ブ
ル
ー
ギ

ル
 

Le
po

mi
s 

ma
cr

oc
hi

ru
s 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

特
定
 

1
0
0  
魚

類
 

コ
ク
チ
バ

ス
 

Mi
cr

op
te

ru
s 

do
lo

mi
eu
 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

特
定
 

1
0
1 
魚

類
 

オ
オ
ク
チ

バ
ス
 

Mi
cr

op
te

ru
s 

sa
lm

oi
de

s 
国

外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

特
定
 

1
0
9  
そ

の
他
の

無
脊
椎
動

物
 
ウ

チ
ダ
ザ

リ
ガ
ニ

 (
タ
ン

カ
イ
ザ

リ
ガ
ニ

を
含
む

) 
Pa

ci
fa

st
ac

us
 l

en
iu

sc
ul

us
 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

特
定
 

1
1
0 
そ

の
他
の

無
脊
椎
動

物
 
ア

メ
リ
カ

ザ
リ
ガ
ニ
 

Pr
oc

am
ba

ru
s 

cl
ar

ki
i 

国
外
 

総
合
対
策

(緊
急
) 

要
注
意
 

1
1
4 
哺

乳
類
 

ハ
ク
ビ
シ

ン
 

Pa
gu

ma
 l

ar
va

ta
 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

 

1
1
6  
哺

乳
類
 

ア
メ
リ
カ

ミ
ン
ク

 (
ミ
ン

ク
) 

Ne
ov

is
on

 v
is

on
 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

特
定
 

1
1
9 
哺

乳
類
 

シ
マ
リ
ス

 
(チ

ョ
ウ

セ
ン
シ

マ
リ
ス

) 
Ta

mi
as

 s
ib

ir
ic

us
 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

要
注
意
 

1
2
0  
哺

乳
類
 

ハ
ツ
カ
ネ

ズ
ミ
 

Mu
s 

mu
sc

ul
us

 
国

外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

 

1
2
2 
哺

乳
類
 

ド
ブ
ネ
ズ

ミ
 

Ra
tt

us
 n

or
ve

gi
cu

s 
 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

 

1
2
3  
鳥

類
 

ガ
ビ
チ
ョ

ウ
 

Ga
rr

ul
ax

 c
an

or
us

 
国

外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

特
定
 

1
2
4 
鳥

類
 

カ
オ
グ
ロ

ガ
ビ
チ
ョ

ウ
 

Ga
rr

ul
ax

 p
er

sp
ic

il
la

tu
s 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

特
定
 

1
2
6  
鳥

類
 

ソ
ウ
シ
チ

ョ
ウ
 

Le
io

th
ri

x 
lu

te
a 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

特
定
 

1
2
9 
両

生
類
 

ウ
シ
ガ
エ

ル
 

Ra
na

 c
at

es
be

ia
na

 (
Li

th
ob

at
es

 c
at

es
be

ia
nu

s)
 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

特
定
 

1
3
1  
魚

類
 

タ
イ
リ
ク

バ
ラ
タ
ナ

ゴ
 

Rh
od

eu
s 

oc
el

la
tu

s 
oc

el
la

tu
s 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

要
注
意
 

1
3
2 
魚

類
 

カ
ダ
ヤ
シ
 

Ga
mb

us
ia

 a
ff

in
is

 
国

外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

特
定
 

1
3
3  
昆

虫
類
 

ホ
ソ
オ
チ

ョ
ウ

 (
ホ

ソ
オ
ア

ゲ
ハ

) 
Se

ri
ci

nu
s 

mo
nt

el
a 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

要
注
意
 

1
3
4 
昆

虫
類
 

ア
カ
ボ
シ

ゴ
マ
ダ
ラ

大
陸
亜

種
 
(名

義
タ
イ
プ

亜
種

) 
He

st
in

a 
as

si
mi

li
s 

as
si

mi
li

s 
国

外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

要
注
意
 

1
3
6 
そ

の
他
の

無
脊
椎
動

物
 
ス

ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ
 

Po
ma

ce
a 

ca
na

li
cu

la
ta
 

国
外
 

総
合
対
策

(重
点
) 

要
注
意
 

1
4
2  
鳥

類
 

コ
リ
ン
ウ

ズ
ラ
 

Co
li

nu
s 

vi
rg

in
ia

nu
s 
 

国
外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

1
5
6 
魚

類
 

ソ
ウ
ギ
ョ
 

Ct
en

op
ha

rh
yn

go
do

n 
id

el
lu

s 
国

外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

1
5
8  
魚

類
 

カ
ラ
ド
ジ

ョ
ウ
 

Pa
ra

mi
sg

ur
nu

s 
da

br
ya

nu
s 

国
外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

1
6
0 
魚

類
 

カ
ワ
マ
ス
 

Sa
lv

el
in

us
 f

on
ti

na
li

s 
国

外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

1
6
2  
魚

類
 

カ
ワ
ス
ズ

メ
 

Or
eo

ch
ro

mi
s 

mo
ss

am
bi

cu
s 

国
外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

1
6
3 
魚

類
 

ナ
イ
ル
テ

ィ
ラ
ピ
ア
 

Or
eo

ch
ro

mi
s 

ni
lo

ti
cu

s 
国

外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

1
7
4  
魚

類
 

グ
ッ
ピ
－

  
Po

ec
il

ia
 r

et
ic

ul
at

a 
国

外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

要
注
意
 

1
8
4 
そ

の
他
の

無
脊
椎
動

物
 
マ

ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ

ュ
ウ
 

Bu
rs

ap
he

le
nc

hu
s 

xy
lo

ph
il

us
 

国
外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

 

1
8
6  
そ

の
他
の

無
脊
椎
動

物
 
コ

モ
チ
カ

ワ
ツ
ボ
 

Po
ta

mo
py

rg
us

 a
nt

ip
od

ar
um

 
国

外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

 

1
9
0 
そ

の
他
の

無
脊
椎
動

物
 
マ

ダ
ラ
コ

ウ
ラ
ナ
メ

ク
ジ
 

Li
ma

x 
ma

xi
mu

s 
国

外
 

総
合
対
策

(そ
の
他
)
 

 

付
表

1-
b　

長
野

県
に

お
け

る
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
 （

動
物

） 
*1
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 付
表

1-
b.

 ⻑
野

県
に

お
け

る
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
 (

動
物

) (
つ

づ
き

) *
1  

N
o
.
 *
2  
分

類
群

 
和

名
 

学
名

 
由

来
*
3  

カ
テ

ゴ
リ

ー
区

分
*
4  

特
定

/
要

注
意

*
5  

2
0
4 
そ

の
他

の
無

脊
椎

動
物
 
フ

ロ
リ

ダ
マ

ミ
ズ

ヨ
コ

エ
ビ

 
Cr

ag
on

yx
 f

lo
ri

da
nu

s 
国

外
 

総
合

対
策

(そ
の

他
)
 

 

2
0
6 

魚
類

 
ニ

ジ
マ

ス
 

On
co

rh
yn

ch
us

 m
yk

is
s 

国
外

 
産

業
管

理
 

要
注

意
 

2
0
7 

魚
類

 
ブ

ラ
ウ

ン
ト

ラ
ウ

ト
 

Sa
lm

o 
tr

ut
ta

 
国

外
 

産
業

管
理

 
要

注
意

 

2
0
9 

昆
虫

類
 

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

 
Bo

mb
us

 t
er

re
st

ri
s 

国
外

 
産

業
管

理
 

特
定

 

2
2
4  

魚
類

 
ハ

ス
 

Op
sa

ri
ch

th
ys

 u
nc

ir
os

tr
is

 u
nc

ir
os

tr
is

  
国

内
 

総
合

対
策

(そ
の

他
)
 

 

2
2
5 

魚
類

 
モ

ツ
ゴ

 
Ps

eu
do

ra
sb

or
a 

pa
rv

a 
 

国
内

 
総

合
対

策
(そ

の
他

)
 

 

2
2
6 

魚
類

 
ギ

ギ
 

Ta
ch

ys
ur

us
 n

ud
ic

ep
s 
 

国
内

 
総

合
対

策
(そ

の
他

)
 

 

*1
: リ

ス
ト

作
成

に
あ

た
っ

て
，

外
来

生
物

の
情

報
収

集
や

分
布

・
生

態
に

関
す

る
現

地
調

査
，

文
献

調
査

14
, 4

9〜
92

) を
行

っ
た

．
 

*2
: 環

境
省

の
通

し
No

.に
対

応
．

 
*3

:国
外

は
国

外
由

来
の

外
来

種
，

国
内

は
国

内
由

来
及

び
国

内
に

自
然

分
布

の
あ

る
国

外
由

来
の

外
来

種
を

示
す

．
 

*4
: 定

着
予

防
(定

着
予

防
外

来
種

の
略

)は
，

国
内

に
未

定
着

の
外

来
種

の
う

ち
定

着
し

た
場

合
に

生
態

系
等

へ
の

被
害

の
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
に

早
期

防
除

が
必

要
な

外
来

種
，

定
着

予
防

(そ
の

他
)は

定
着

予
防

外
来

種
の

う
ち

侵
入

の
情

報
は

あ
る

が
定

着
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

種
を

示
す

．
総

合
対

策
(総

合
対

策
外

来
種

の
略

)は
，

国
内

に
定

着
が

確
認

さ
れ

て
い

る
外

来
種

の
う

ち
，

生
態

系
等

へ
の

被
害

の
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
に

総
合

的
な

対
策

が
必

要
な

外
来

種
．

外
来

種
被

害
防

止
行

動
計

画
に

お
け

る
対

策
の

優
先

度
の

考
え

方
に

基
づ

き
，

総
合

対
策

外
来

種
の

う
ち

，
総

合
対

策
(緊

急
)は

特
に

緊
急

性
が

高
く

積
極

的
に

防
除

を
行

う
必

要
が

あ
る

種
，

総
合

対
策

(重
要

)は
甚

大
な

被
害

が
予

想
さ

れ
る

た
め

対
策

の
必

要
性

が
高

い
種

，
総

合
対

策
(そ

の
他

)は
緊

急
対

策
外

来
種

と
重

要
対

策
外

来
種

以
外

の
総

合
対

策
外

来
種

の
こ

と
を

示
す

．
産

業
管

理
(産

業
管

理
外

来
種

の
略

)は
，

産
業

又
は

公
益

的
に

重
要

で
利

用
さ

れ
て

い
る

が
代

替
性

の
な

い
た

め
適

切
な

管
理

が
必

要
な

外
来

種
の

こ
と

を
示

す
．

 
*5

: 特
定

は
外

来
生

物
法

に
基

づ
く

特
定

外
来

生
物

及
び

未
判

定
外

来
生

物
に

指
定

さ
れ

て
い

る
も

の
，

要
注

意
は

要
注

意
外

来
生

物
を

示
す

．
 

 

付
表

1-
b　

長
野

県
に

お
け

る
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
 （

動
物

） （
つ

づ
き

） *
1


